
10
Oct .2020
No.802

「夢、無限大」感動おばま

広
報おばま

いつま
でも自 過ごし方を

分らしい

地域で支える
高齢者の健康と生きがい

特 集

【表紙】「いきいき百歳体操」に取り組む小浜地区のみなさん（若狭ふれあいセンター）



❸ 広報おばま　令和 2 . 10 広報おばま　令和 2 . 10 ❷

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

介
護
、
福
祉
、
健
康
、
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か

ら
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
、「
介
護
な
ん
で

も
相
談
窓
口
」
で
す
。

　

市
内
で
は
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）内
と
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
遠
敷
）
内
の
２
カ
所
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
高
齢
者
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
地

域
の
方
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

健
康
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
や
、
認
知
症
に
関
す

る
こ
と
、
金
銭
管
理
・
財
産
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
問
題
解
決
に
努
め
て
い

ま
す
の
で
、
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
足
腰
が
弱
っ
た
り
、
頻
繁
に
も
の

忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
し
支
援
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
立
」と
は
、こ
う
し
た
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
、

自
分
ら
し
い
生
き
方
、
自
分
の
望
む
暮
ら
し
方
が
で
き

る
状
態
の
こ
と
。そ
の
実
現
を
手
助
け
す
る
こ
と
が「
自

立
支
援
」
で
す
。

　

市
で
は
昨
年
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
と
相
談
し
て
、「
自
立
」「
自
立
支
援
」

の
あ
り
方
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
ま
し
た
。

●
本
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
そ
の
後
の
見
通

　
し
を
、
本
人
や
家
族
、
地
域
、
支
援
者
が
理
解

　
す
る

●
そ
の
上
で
、
本
人
が
や
り
た
い
こ
と
や
な
り
た
い

　
自
分
を
表
現
で
き
、
自
己
決
定
す
る

●
そ
の
目
標
を
共
有
し
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
生

　
活
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

　

こ
の
定
義
を
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
と
共
有
し

て
、「
誰
も
が
、
い
つ
ま
で
も
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
送
れ
る
」
よ
う
に
、
今
後
も
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
定
義
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
家
族
や
地
域
で
、
身
近
な
人
を
と
も

に
支
え
る
一
助
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

いつまでも自分らしい過ごし方を

高齢者の健康と生きがい
地域で支える

特集本
人
で
も
、
家
族
で
も
、
気
軽
に
相
談
を

一
人
ひ
と
り
の
自
立
を
地
域
で
支
え
る

「
自
立
支
援
」
の
取
り
組
み

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

介
護
な
ん
で
も
相
談
窓
口

　

市
で
は
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
な
ど
を
訪
問
し
、

専
門
医
や
保
健
師
な
ど
と
と
も
に
本
人
の
様
子
の
確

認
や
家
族
へ
の
助
言
な
ど
を
行
う
「
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
早
く
気
づ
い
て
対
応
す
る
こ
と
で
、

進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
介
護
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。
支
援
チ
ー
ム
で
は
、
早
期
か
ら
本
人
や
家

族
に
集
中
的
に
関
わ
り
、
適
切
な
医
療
や
介
護
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

家
族
の
介
護
や
対
応
に
困
っ
た
ら
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

専
門
チ
ー
ム
が
サ
ポ
ー
ト

　

少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
老
々
介
護
、
多
重
介
護
、

遠
距
離
介
護
、
子
育
て
と
介
護
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
な
介
護
の
大
変
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
日
の
介
護
で
、
肉
体
的
・
精
神
的
に
疲
れ
果
て

る
人
や
、
一
人
で
頑
張
り
す
ぎ
る
人
、
介
護
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
に
気
付
か
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

介
護
す
る
人
も
、
介
護
を
受
け
る
人
も
、
と
も
に

無
理
せ
ず
支
え
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
に
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

介
護
に
悩
ん
だ
り
、
周
囲
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い

た
ら
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

「
無
理
の
な
い
介
護
」
を
目
指
し
て

国
富
・
宮
川
・

松
永
・
遠
敷
・

今
富
・
口
名
田
・

中
名
田

小
浜
・
雲
浜
・

西
津
・
内
外
海
・

加
斗

担
当
地
区

小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
遠
敷
84
ー
３
ー
４
）

☎︎
56
・
５
８
５
５

小
浜
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
南
川
町
４
ー
31
）

☎︎
64
・
６
０
１
５

連
絡
先

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
、

自
分
ら
し
く
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
頃
の

運
動
に
よ
る
健
康
維
持
や
、
行
政
・
医
療
・
地
域

住
民
が
互
い
に
協
力
し
た
介
護
予
防
・
支
援
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
「
差
」、
つ
ま

り
何
ら
か
の
介
護
を
必
要
と
す
る
期
間
は
、
平
均

で
約
10
年
間
あ
り
、
介
護
期
間
に
対
す
る
支
援
も

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
う
し
た
高
齢
者
の
健
康
と
生

き
が
い
を
支
え
る
た
め
活
動
す
る
人
々
と
、
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）

年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
女
性
が
87
・
45

歳
、
男
性
が
81
・
41
歳
。
女
性
は
７
年
連
続
、
男

性
は
８
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
、
平
成
２

（
１
９
９
０
）
年
か
ら
の
約
30
年
間
で
、
と
も
に
５

年
以
上
延
び
て
い
ま
す
（
左
図
）。

　

長
寿
命
化
の
背
景
に
は
、
医
療
の
進
歩
と
と
も

に
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
向
上

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、　

平
均
寿
命
か
ら
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
期
間
を
差
し
引
い
た
「
健
康

寿
命
」
も
年
々
、
伸
び
て
い
ま
す
。

90

88

86

84

82

80

78

76

74

72

平成 2 平成 7 平成 12 平成 17 平成 22 平成 27 令和元

（平均寿命）

（年）

平均寿命の推移

※厚生労働省「令和元年簡易生命表」をもとに作成

87.45 歳

81.41 歳

女性
男性

81.90 歳

75.92 歳
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地
域
や
サ
ー
ク
ル
で
集
ま
り
運
動

　

歳
を
重
ね
て
も
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
送
る
た
め
に
は
、
運
動
や
社
会
参
加
な
ど
を
通
し

て
、
自
分
自
身
で
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

市
内
で
は
、
地
域
で
介
護
予
防
に
取
り
組
む
団
体
が

増
え
て
い
ま
す
。

地
域
で
取
り
組
む
介
護
予
防
に
つ
い
て

一
人
ひ
と
り
が
、
で
き
る
範
囲
で

　

荒
木
区
で
は
、
こ
の
８
月
に
、
区
の
ふ
れ
あ

い
会
館
で
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
「
お
た
め

し
体
験
」
を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、
参
加
者
た
ち
が
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
約
40

分
間
の
体
操
を
行
い
ま
し
た
。　

　

終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
、「
ゆ
っ
く
り
で
単

純
な
動
作
な
の
に
、
思
っ
た
以
上
に
い
い
運
動

に
な
っ
た
」「
普
段
運
動
し
な
い
の
で
不
安
だ
っ

た
が
、
や
っ
て
み
た
ら
意
外
と
で
き
た
。
こ
れ

な
ら
続
け
ら
れ
そ
う
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
評
判
は
上
々
の
様
子
。

　

参
加
し
た
女
性
は
、「
こ
れ
か
ら
月
１
回
の
楽

し
み
に
な
り
そ
う
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

いすに腰掛け、重りをつけた足を持ち上
げる参加者たち（8 月 28 日・荒木）

・運動不足の解消にぴったり！

・みんなと一緒なら続けられそう

・今から月１回の体操が楽しみ

参加した皆さんの感想

介
護
予
防
に
役
立
つ
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
は
、
い
す
に
腰
掛
け
て
、

準
備
体
操
、
重
り
を
使
っ
た
筋
力
運
動
、
整
理
体
操

の
３
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

筋
力
運
動
で
は
、
い
す
に
座
っ
て
手
や
足
を
ゆ
っ

く
り
上
げ
下
げ
し
た
り
、
座
っ
た
り
立
っ
た
り
す
る

動
作
を
ゆ
っ
く
り
繰
り
返
す
こ
と
で
、
筋
肉
に
負
荷

を
か
け
て
鍛
え
ま
す
。

　

所
要
時
間
は
１
回
あ
た
り
40
分
程
度
。
映
像
を
見
な

が
ら
動
作
を
ま
ね
る
だ
け
で
簡
単
に
実
践
で
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
太
良
庄
区
が
取
り
組
み
始
め
、
現
在

は
10
地
域
で
、
月
１
〜
４
回
程
度
の
頻
度
で
継
続
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
を
始
め
る
際
に
は
、
市
で
も
道
具
の
貸

し
出
し
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
小
浜
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
に
取
り
組
む
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た

　

小
浜
地
区
で
は
、
平
成
29
年
に
、
東
部
６
区

が
連
携
し
て
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
開
始
。

現
在
は
参
加
区
域
を
地
区
全
体
に
広
げ
、
月
２

回
、
若
狭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
日
吉
）
で
、

百
歳
体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

開
始
当
初
は
少
な
か
っ
た
参
加
者
も
、
今
で

は
毎
回
20
人
以
上
が
参
加
す
る
盛
況
ぶ
り
で
、

世
話
役
の
皆
さ
ん
に
よ
る
と
、「
口
コ
ミ
で
評

判
が
広
が
り
、
ど
ん
ど
ん
人
数
が
増
え
た
。
家

に
こ
も
り
が
ち
な
人
で
も
、
運
動
と
交
流
を
目

当
て
に
、
外
出
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

み
た
い
」　

と
の
こ
と
。

　

こ
の
日
も
27
人
が
、
お
互
い
の
近
況
な
ど
を

話
し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
体
操
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。　
　

▶
映
像
を
見
な
が
ら
体

　
を
動
か
す
参
加
者

　
（
９
月
８
日
・
日
吉
）

▶
い
き
い
き
百
歳
体
操

　

サ
ー
ク
ル
の
世
話
役

　

の
み
な
さ
ん

　

教
室
は
、
住
民
同
士
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
し
ば
ら
く
休
止
し
て

い
た
と
き
に
は
、「
休
ん
で
い
る
と
、

気
持
ち
も
体
も
ど
こ
か
シ
ャ
キ
ッ

と
し
な
い
」「
毎
月
の
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
い
つ
再
開
す
る
の
？
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
声
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。私
た
ち
に
と
っ

て
も
、
活
動
の
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
が
、
介
護
予
防
・

認
知
症
予
防
に
役
立
ち
、
住
み
良

い
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
声
が
活
動
の
原
動
力
に

「ふれあいサロン」など、地域の中で高齢者の健康維持に携わるみなさんにお話を聞きました■インタビュー

　

サ
ポ
ー
ト
ナ
ー
ス
は
、
現
役
を
引
退

し
た
看
護
師
で
つ
く
る
団
体
で
す
。

　

平
成
21
年
に
設
立
し
、
現
在
は
10
人

が
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
皆

さ
ん
の
血
圧
な
ど
を
測
っ
た
り
、
体
の

ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
各
会
場
で
換
気

や
手
洗
い
、
手
指
の
消
毒
な
ど
の
感
染

予
防
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
不
安
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
人
は
、
サ
ロ
ン
で
気
軽
に
声
を

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

サポートナース

佐
さ さ き

々木 征
ゆ く こ

子さん

引
退
後
も
地
域
で
活
躍

　

平
成
21
年
に
設
立
し
た
運
動
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
、
運
動

を
交
え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
木

製
の
大
き
な
牌は

い

を
使
っ
た
「
オ
バ
マ
ー

ジ
ャ
ン
」
な
ど
を
通
じ
た
介
護
予
防
に

取
り
組
む
団
体
で
す
。

　

私
は
、
定
年
退
職
を
機
に
、
こ
れ
ま

で
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
で
い
た
地

域
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
、
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
地
で
の
活
動
は
、
地
域
貢
献
は
も

ち
ろ
ん
、
自
分
自
身
の
介
護
予
防
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
新
た

な
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
こ
と
と
、
男
性

の
参
加
を
促
す
こ
と
、
新
規
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
、
自
分
の
た
め
に

も
地
域
の
た
め
に
も
な
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

運動サポーター

𠮷
よしむら

村 征
せいいち

一さん

地
域
貢
献
が
自
分
自
身
の
介
護
予
防

　

私
た
ち
「
ほ
ほ
え
み
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
」
は
、
平
成
28
年
に
発
足
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。「
で
き

る
と
き　

で
き
る
と
こ
ろ
で　

で

き
る
こ
と　

ほ
ほ
え
み
一
杯　

サ

ポ
ー
ト
一
杯
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

60
歳
代
〜
80
歳
代
の
男
女
32
人
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
介
護
予
防
・
認

知
症
予
防
に
つ
な
が
る
活
動
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
ほ
か
、
公

民
館
な
ど
９
会
場
で
開
催
す
る
「
元

気
ハ
ツ
ラ
ツ
教
室
」
な
ど
で
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
運
動
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
取
り

組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

ほほえみサポーターズ 

代表　須
す だ

田  誠
せ い じ

次  さん

私たちの活動に興味がある方は、

ご一報ください。みんな待ってい

ますよ！

❺ 広報おばま　令和 2 . 10
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「全国女性落語大会」審査員の桂
かつら

あやめさん、林
はやしや

家染
そめじゃく

雀さん
が公演し現場とネット配信で約 80 人が観覧（旭座・9 月 12 日）

今年は「番外編」でプロの落語を楽しむ

趣向を凝らした企画が満載 Photo フォトニュース

News若狭高校の学校祭で新型コロナなどを題材にさま
ざまなクラス展示が実施（千種二丁目・8 月 31 日）

先祖の霊とともに行く船を見送る
伝統行事「精

しょうらいぶね

霊船送り」で地元の男衆が竹や稲ワ
ラでできた船を海へ送り出す（西小川・8 月 25 日）

飯盛地区で農村の環境保全活動を広報する掲示板が
設置され地元児童が絵を描いてＰＲ（荒木・8 月 29 日）

新設掲示板をお絵書きでＰＲ

「御食国若狭おばまＹ
よ さ こ い

ＯＳＡＫＯＩ祭 写真・衣装展」が
行われ昨年の様子が紹介される（食文化館・９月１３日）

演舞する人々の臨場感あふれる

デザイナーの足
あ だ ち

立直
な お き

紀さんが放生祭の出し物を描
いた「小浜放生祭展」が開催（駅通り会館・9 月 6 日）

伝統の秋祭りの雰囲気を感じて

令和３年度からのまちづくりの指針となる第６次小浜市総合計
画の策定にあたり市民が意見を交換（働く婦人の家・9 月 5 日）

10 年後の小浜市に向かって

あいあいバスの新型コロナ対策強化のため全車両
に抗ウイルス加工を施す（千種二丁目・9 月 6 日）

より一層の安心を

小浜商工会議所と若狭塗
ぬりばし

箸協同組合が新型コロナ感染
症拡大に伴い市長に要望を提出（市庁舎・8 月 28 日）

地場産業の支援に関する緊急要望

記念大会で使用するロゴをデザインした高校生
が表彰される（若狭消防組合消防本部・9 月 8 日）

若狭消防組合発足 50周年に掲げるロゴが完成

南川流域の集落河川敷で火まつりの１つである伝
統行事「松上げ」が行われる（下田・8 月 22 日）

夏の夜に朱色の軌跡描く

若狭東高校生活創造科の３年生が自ら仕立てた浴衣
を使って着付けの流れなどを学ぶ（金屋・8 月 27 日）

伝統的衣服の着こなしを学ぶ和装講座
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報お
知
ら
せ

くらしの情報

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

 おはなし会と作ってあそぼ！
 とき　10 月 10 日㊏ 11 時〜
 内容　（１）おはなし
　　     「ハロウィンのかくれんぼ」
　　     「おかしのしまの
              ハロウィンパーティー」ほか
            （２）こうさく
　 　　 牛乳パックで「おかしを作ろう！」           

おばま児童文学会「風夢」の
おはなし会

   とき 10 月 24 日㊏ 11 時〜

■
市
立
図
書
館　

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

募
集

掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

　

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
（
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

５
億
円
）
お
よ
び
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
（
１
等
１
千
万
円
）
の
収
益
金
は
、

　

例
年
開
催
し
て
い
る
「
や
さ
し
い
手
話

教
室
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中

止
し
ま
す
。

【
中
止
】
や
さ
し
い
手
話
教
室

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
２

　

例
年
10
月
の
日
曜
日
に
実
施
し
て
い

る
「
乾
燥
肥
料
」
の
無
料
配
布
を
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
今
年
は
平
日
に
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
5
日
㊊
〜
９
日
㊎
、

                  

12
日
㊊
〜
16
日
㊎　

                      

い
ず
れ
も
９
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
開
封
後
は
早
め
に
散
布
し
、
必
ず
覆ふ

く
ど土

　

し
て
く
だ
さ
い
。野
外
保
管
の
際
は
必
ず

　

シ
ー
ト
な
ど
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い

乾
燥
肥
料
の
無
料
配
布

衛
生
管
理
所
☎
52
・
１
５
２
２

古
着
・
廃
小
型
家
電
の
回
収

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

　

県
お
よ
び
市
で
は
、「
夕
方
見
守
り
運

動
」の
普
及
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
へ
の
声
か
け
事
案
な
ど
が
発
生

し
や
す
い
夕
方
の
時
間
帯
に
、
大
人
が
誘
い

合
っ
て
、
屋
外
で
の
作
業
や
散
歩
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
見
守
り
、
育
て
よ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
と
は
違
い
、
集
ま
っ

た
り
、
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
に
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
夕
方

見
守
り
運
動
」に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度 

文
芸
お
ば
ま
事
業

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

　

文
芸
お
ば
ま
で
は
、
令
和
３
年
度
に
行

う
事
業
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
の
心
を
豊

か
に
す
る
文
化
活
動
を
企
画
・
提
案
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

文
化
会
館
（
大
手
町
）
な
ど
を

　

会
場
と
し
た
催
し

▼
申
込
期
限　

11
月
29
日
㊐
必
着

※
既
存
団
体
の
活
動
を
補
助
す
る
も
の

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
提
案
内
容
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
採
択
さ

　

れ
る
と
、
そ
の
企
画
の
主
催
者
と
し
て

　

取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
す

※
事
業
予
算
は
、
市
の
予
算
に
応
じ
て

　

配
分
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
嶺
南
地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

動
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。年
齢
や
個
人
、

団
体
な
ど
問
わ
ず
、
誰
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
優
秀
賞
（
６
点
）
の
受
賞
者
に
は
、

嶺
南
地
域
の
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
対
象　

嶺
南
地
域
を
題
材
に
し
た
30
秒

　

〜
３
分
程
度
の
動
画
（
以
前
に
撮
影
し

　

た
動
画
も
可
）

嶺
南
地
域
Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト

商
工
観
光
課

　

社
会
保
険
労
務
士
が
、
雇
用
・
年
金
を
は

じ
め
、
労
働
問
題
や
助
成
金
ま
で
幅
広
く
相

談
に
応
じ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
６
日
㊋
10
時
〜
16
時　

▼
と
こ
ろ　

小
浜
商
工
会
議
所（
大
手
町
）

※
予
約
不
要

▼
問
い
合
わ
せ　

県
社
会
保
険
労
務
士
会　

　

嶺
南
支
部　

古ふ
る
や屋

さ
ん
☎
52
・
３
２
６
３

雇
用
・
年
金
・
助
成
金

な
ん
で
も
無
料
相
談
会

福
井
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、
無
料
で
古
着

や
廃
小
型
家
電
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
３
日
㊏
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
谷
田
部
）

▼
対
象　

　
【
古
着
】
洗
濯
し
た
衣
類
全
般

行
政
相
談
週
間

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

　

10
月
19
日
㊊
〜
25
日
㊐
は
行
政
相
談
週

間
で
す
。

　

市
で
は
、
令
和
２
年
度
小
浜
市
戦
没
者

追
悼
式
を
挙
行
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
の
上
、
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
22
日
㊍
13
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
申
込
期
限　

10
月
７
日
㊌

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い 小
浜
市
戦
没
者
追
悼
式

市
民
福
祉
課
☎
64
・
６
０
１
１

　

行
政
書
士
会
で
は
、
相
続
の
手
続
き

や
農
地
転
用
な
ど
の
許
認
可
の
相
談
に

応
じ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
３
日
㊏
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

小
浜
商
工
会
議
所（
大
手
町
）

▼
問
い
合
わ
せ　

田
中
行
政
書
士
事
務
所　
　

　

☎
０
７
７
０
・
64
・
５
８
８
０

行
政
書
士
無
料
相
談
会

福
井
県
行
政
書
士
会

　

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
空
き
家
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

10
月
２
日
㊎
〜
30
日
㊎　

　

※
期
限
厳
守

▼
申
込
方
法　

営
繕
課
に
設
置
の
申
込
書

　

に
記
入
し
、
同
課
へ
提
出

▼
抽
選
日
時　

11
月
27
日
㊎
10
時
〜

※
対
象
住
宅
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い

市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者

営
繕
課
☎
64
・
６
０
２
６

（
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
&

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
発
売

（
公
財
）
福
井
県
市
町
振
興
協
会

10
月
は
「
食
品
ロ
ス
」
削
減
月
間
で
す

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

　

食
品
ロ
ス
と
は
、
本
来
食
べ
ら
れ
る
に

も
関
わ
ら
ず
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
べ
物

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら

す
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
【
お
買
い
物
編
】

　

１　

安
い
か
ら
と
い
っ
て
、
買
い
す
ぎ

           

注
意

　

２　

買
い
物
前
に
冷
蔵
庫
を
チ
ェ
ッ
ク

　
【
保
存
編
】

　

３　

冷
蔵
庫
を
整
理
し
よ
う

　
【
調
理
の
工
夫
編
】

　

４　

食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
作
ろ
う

　

５　

残
っ
た
料
理
は
リ
メ
イ
ク
し
よ
う

自
主
防
災
組
織
等

感
染
症
対
策
支
援
事
業
補
助
金

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
６

　

災
害
時
の
感
染
症
対
策
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の

事
業
に
対
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
災
害
時

　

の
感
染
症
対
策
に
係
る
経
費

▼
補
助
金
額　

全
額
補
助
（
世
帯
数
に
応

　

じ
て
限
度
あ
り
）

▼
申
請
期
限　

10
月
30
日
㊎

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

「
夕
方
見
守
り
運
動
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

　

■
下
着
、
靴
下
、
毛
布
、
ふ
と
ん
、
タ　

　

オ
ル
な
ど
は
対
象
外

　
【
廃
小
型
家
電
】
回
収
ボ
ッ
ク
ス
投
入

　

口
（
15
㌢
×

25
㌢
）
に
入
る
大
き
さ　
　

　

の
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
電

　

子
手
帳
、
ゲ
ー
ム
機
器
、
携
帯
音
楽
プ

　

レ
ー
ヤ
ー
、
電
卓
な
ど

　

■
電
池
、
電
動
工
具
、
パ
ソ
コ
ン
、
Ｃ
Ｄ　

　

な
ど
の
記
憶
媒
体
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
な
ど

　

は
対
象
外

※
雨
天
決
行
の
た
め
、
古
着
は
雨
に
ぬ
れ

　

な
い
よ
う
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
当
日
は
、
対
象
以
外
の
家
庭
ご
み
や
粗

　

大
ご
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

※
次
回
は
、
12
月
と
３
月
に
実
施
予
定

　

行
政
相
談
で
は
、
相
談
内
容
に
応
じ
た

助
言
、
専
門
機
関
の
ご
案
内
、
関
係
機
関

へ
の
改
善
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※
本
紙
18
Ｐ
に
、
毎
月
の
相
談
日
程
を
掲

　

載
し
て
い
ま
す

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
不
動
産
の
登

記
や
借
金
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談

に
応
じ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
３
日
㊏
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

小
浜
商
工
会
議
所（
大
手
町
）

※
完
全
予
約
制

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
県
司
法
書
士
会
☎

　

０
７
７
６
・
43
・
０
６
０
１

司
法
書
士
無
料
相
談
会

福
井
県
司
法
書
士
会

市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
発
売
期
間
（
同
時
発
売
）　

　

９
月
23
日
㊌
〜
10
月
20
日
㊋

▼
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
福
井
県
市
町　

　

振
興
協
会
☎
０
７
７
６
・
57
・
１
６
３
３

▼
応
募
期
限　

10
月
30
日
㊎
17
時
必
着

▼
応
募
方
法　

動
画
を
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

　

に
公
開
し
、
専
用
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
に

　

入
力　

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い　

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
県
嶺
南
振
興
局

　

☎
56
・
２
２
１
６



広報おばま　令和 2 . 10 ❿

くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

⓫ 広報おばま　令和 2 . 10

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

　

市
と
県
発
達
障
害
児
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ス
ク
ラ
ム
福
井
」
で
は
、
発
達
障
が
い
の

子
ど
も
を
育
て
る
保
護
者
が
集
う
「
ち
ち
☆

は
は
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
の
子
ど
も
の
様
子
や
子
育
て
の
悩

み
、
保
育
園
や
学
校
の
こ
と
な
ど
、
自
由

に
語
り
合
い
、
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
13
日
㊋
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

▼
参
加
費　

無
料

※
参
加
申
込
不
要
。
開
催
時
間
中
の
出
入
り
自
由

ち
ち
☆
は
は
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
２

い
き
い
き
健
診（
生
活
習
慣
病
検
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

10
月
14
日
㊌
今
富
公
民
館（
和
久
里
）

　
　
　

18
日
㊐
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

　
　
　

27
日
㊋
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

　
11
月
６
日
㊎
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

※
10
月
18
日
は
日
曜
日
検
診

※
11
月
６
日
午
後
は
女
性
限
定

※
時
間
予
約
制

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が
ん
検

　

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
頸
）、

　

骨
検
診

　

※
10
月
14
・
27
日
は
胃
・
乳
・
子
宮
頸

　
　

が
ん
検
診
な
し

▼
対
象　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

対
策
の
た
め
、
対
象
者
を
次
の
と
お
り

　

限
定
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
【
特
定
（
基
本
）
健
診
】
40
歳
〜
74
歳
の
国

　

民
健
康
保
険
加
入
者
、
39
歳
以
下
の
市
民

　
【
が
ん
検
診
】
20
歳
〜
74
歳
の
各
種
が

　

ん
検
診
対
象
年
齢
の
人

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前（
定
員
有
）

　狂犬病の予防注射は狂犬病予防法に
基づき、年 1 回義務づけられています。
飼い主は必ず受けさせてください。
対　象　生後 91 日以上の犬（室内犬、
　　　　老犬も含む）
料　金　2,750 円（新規の場合は別途
　　　　3 千円必要です）お釣りがな
　　　　いようご協力をお願いします
持ち物　料金・案内はがき

11 月 10 日㊋
東勢ふれあい会館   9 時 00 分〜  9 時 10 分
旧駐在所（荒木）   9 時 20 分〜  9 時 35 分
加斗駅   9 時 40 分〜  9 時 50 分
谷田部住民センター 10 時 10 分〜 10 時 25 分
口名田公民館 10 時 35 分〜 10 時 50 分
五十谷住民センター 11 時 00 分〜 11 時 10 分
西相生集落センター 11 時 20 分〜 11 時 30 分
中名田児童館 13 時 15 分〜 13 時 30 分
中名田公民館 13 時 40 分〜 13 時 50 分
小屋集落センター 14 時 05 分〜 14 時 15 分
野代ふれあい会館 14 時 40 分〜 14 時 55 分
今富公民館 15 時 05 分〜 15 時 55 分
多田集落センター 16 時 05 分〜 16 時 20 分
11 月 12 日㊍
旧箸工業組合（福谷）   9 時 00 分〜  9 時 20 分
西津公民館   9 時 30 分〜 10 時 00 分
水取センター 10 時 10 分〜 10 時 30 分
交流ターミナルセンター 10 時 40 分〜 11 時 00 分
中央公民館 11 時 10 分〜 11 時 40 分
本境寺駐車場（竜田） 13 時 15 分〜 13 時 30 分
若狭ふれあいセンター 13 時 40 分〜 14 時 20 分
青井第一公園 14 時 30 分〜 14 時 40 分

11 月 17 日㊋
本保生活改善センター   9 時 00 分〜  9 時 10 分
大谷ふれあい会館   9 時 20 分〜  9 時 30 分
新保ふれあい会館   9 時 40 分〜  9 時 50 分
小北集落センター（加茂） 10 時 00 分〜 10 時 10 分
新平野駅 10 時 20 分〜 10 時 30 分
松永公民館 10 時 40 分〜 11 時 00 分
遠敷児童センター 13 時 20 分〜 13 時 40 分
遠敷公民館 13 時 50 分〜 14 時 10 分
神宮寺仁王門 14 時 20 分〜 14 時 30 分
長瀬バス停（下根来） 14 時 45 分〜 14 時 50 分
11 月 19 日㊍
旧駐在所（荒木）   9 時 00 分〜  9 時 10 分
口名田公民館   9 時 25 分〜  9 時 35 分
今富公民館   9 時 50 分〜 10 時 00 分
遠敷公民館 10 時 15 分〜 10 時 25 分
松永公民館 10 時 35 分〜 10 時 45 分
宮川公民館 11 時 00 分〜 11 時 10 分
丸山ふれあい会館 13 時 10 分〜 13 時 20 分
西津公民館 13 時 30 分〜 13 時 45 分
若狭ふれあいセンター 13 時 55 分〜 14 時 10 分
中央公民館 14 時 20 分〜 14 時 30 分

11 月 5 日㊍
丸山ふれあい会館 　9 時 00 分〜 9 時 10 分
羽賀ふれあい会館 　9 時 20 分〜 9 時 30 分
奈胡公会堂 　9 時 40 分〜 9 時 50 分
熊野ふれあい会館 10 時 00 分〜 10 時 10 分
次吉集会所 10 時 20 分〜 10 時 30 分
慶林寺（栗田） 10 時 40 分〜 10 時 50 分
高塚集落センター 11 時 00 分〜 11 時 10 分
太良庄公会堂 11 時 20 分〜 11 時 30 分
内外海保育園 13 時 30 分〜 13 時 50 分
堅海公会堂 14 時 05 分〜 14 時 20 分
常福寺（西小川） 14 時 35 分〜 14 時 40 分
蓮性寺（阿納） 14 時 55 分〜 15 時 05 分
漁協田烏支所 15 時 30 分〜 15 時 50 分

狂犬病予防注射日程 ●問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

※犬の保定は飼い主にしていただきます。注射は動物病院でも受けられます（料金は各病院まで）

■対象者　
　新型コロナウイルス感染症の影響で、事業収入が
　減少している中小企業・小規模事業者
■軽減対象　
　 事 業 用 建 物・ 償 却 資 産 に か か る 固 定 資 産 税、
　都市計画税（いずれも土地は対象外）
■軽減率　
　令和２年２月から 10 月までの、任意の連続する
　３カ月間の事業収入の対前年同期比減少率により
　決定されます
　◇減少率が 50％以上 → 全額軽減
　◇減少率が 30％以上 50％未満 →  1/2 軽減

知
っ
て
く
だ
さ
い
！
里
親
制
度

子
ど
も
未
来
課

　

県
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
の
子
ど
も

た
ち
を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い

愛
情
を
持
っ
て
、
一
緒
に
生
活
す
る
「
里

親
さ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
令
和
２
年
度
里
親
制
度
説
明
会
」
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
13
日
㊎
18
時
30
分
〜
20
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
対
象　

里
親
に
興
味
が
あ
る
人

▼
内
容　

里
親
制
度
の
説
明
、
養
育
里
親

　

に
よ
る
体
験
談
発
表

▼
料
金　

無
料

高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き　

10
月
１
日
㊍
〜
12
月
31
日
㊍

▼
対
象　

　

①
65
歳
以
上
（
昭
和
30
年
12
月
31
日
以

　
　

前
生
ま
れ
）
の
人

　
　

※
９
月
末
に
予
診
票
と
お
知
ら
せ
を

　
　
　

郵
送
し
ま
す

　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

　
　

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

　
　

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
重

　
　

い
病
気
の
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手

　
　

帳
の
内
部
障
害
１
級
程
度
）

　
　

※
本
人
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

▼
負
担
金　

２
２
０
０
円
（
生
活
保
護
受

　

給
者
は
無
料
）

※
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合
、
別

　

途
費
用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
接
種
に
は
、
必
ず
医
療
機
関
へ
の
事
前

　

予
約
が
必
要
で
す

※
指
定
医
療
機
関
な
ど
詳
細
は
、
予
診
票　

　

に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
に
記
載
し
ま
す

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
ご
協
力
を

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

本
年
度
に
、
ま
だ
特
定
健
診
を
受
け
て

て
い
な
い
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
か
ら
検
査
デ
ー
タ
を
直
接
提
出
し
て
も

ら
う
と
、
特
定
健
診
を
受
け
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
対
象
者
に「
診
療
情
報
提
供
書
」

事業用建物・償却資産にかかる
令和３年度分の固定資産税・都市計画税を軽減します ●問い合わせ　税務課☎ 64・6004

■申告方法　

   ❶ 税理士や会計士・金融機関などの認定経営革新等
　　支援機関等（※ 2）で、以下の確認を受けて
　　所定の申告書に署名・捺印をもらってください
　　・対象事業者であること　・事業収入の減少率
　　・対象建物の事業用割合
　　＊申告書は市公式HPからダウンロードもしくは、
　　　税務課で取得できます

  ❷ 受付期間内に税務課へ提出書類を持参もしくは
　    郵送により申告してください　 
　　　受付期間　令和３年１月４日㊊〜２月１日㊊

　　◇提出書類　
　　・申告書（認定経営革新等支援機関等の署名・
        　捺印を受けたもの）
　　 ・ 収入減少を証明する書類（会計帳簿や青色申告
　　　決算書の写しなど。不動産賃料を猶予したこと
　　　により対象となる不動産賃貸業者は、猶予の
　　　金額や期間を確認できる書類が別途必要）
　      ・ 対象建物の事業割合を示す書類（青色申告決算書など）

　新型コロナウイルス感染症の影響で、事業収入が減少している中小企業・小規模事業者（※ 1）について、
令和３年度の固定資産税・都市計画税を軽減します。

（※１）　資本金の額または出資金の額が１億円以下の法人。
資本または出資を有しない法人または個人は従業員 1,000 人
以下 （ただし、大企業の子会社などは対象外）　

（※２）　税務、財務などの専門的知識を有し、一定の実務経
験を持つ税理士、公認会計士、商工会議所、金融機関など  【詳
細は、小浜市公式 HP（暮らしの情報→税金）をご覧ください】

【
推
薦
入
試（
地
域
枠
・
全
国
枠
）、社
会
人
入
試
】

▼
受
付
期
間　

９
月
28
日
㊊
〜
10
月
９
日
㊎

▼
試
験
日
時　

10
月
17
日
㊏
９
時
〜

▼
会
場　

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
（
大　

　

手
町
）

【
一
般
入
試
】

▼
受
付
期
間　

11
月
16
日
㊊
〜
11
月
27
日
㊎

▼
試
験
日
時　

12
月
５
日
㊏
８
時
30
分
〜

▼
会
場　

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
（
大

　

手
町
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

令
和
３
年
度
入
学 

看
護
学
生
募
集

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
☎
52
・
０
１
６
２

健
康
・
福
祉

子
ど
も
の
急
病
時
の
対
処
法
講
習
会

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き　

10
月
13
日
㊋
10
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
対
象　

乳
幼
児
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

　

者
、
祖
父
母
な
ど

▼
内
容　

小
児
科
医
師
に
よ
る
子
ど
も
の

　

急
病
時
の
対
処
法
に
つ
い
て

▼
定
員　

先
着
20
人
程
度

▼
講
師　

小
浜
病
院
小
児
科
医
師

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
当
日
参
加
可
能
で
す
が
、
で
き
る
だ
け

　

事
前
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
井

　

県
嶺
南
振
興
局 

敦
賀
児
童
相
談
所
☎

　

０
７
７
０
・
22
・
０
８
５
８
へ
電
話

（
ピ
ン
ク
色
の
届
出
用
紙
）
を
送
付
し
ま

す
の
で
、署
名
の
上
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
人

　

①
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
　

い
る
40
歳
〜
74
歳
の
人

　

②
定
期
的
（
５
〜
８
月
）
に
医
療
機
関

　
　

に
か
か
っ
て
い
た
人



⓭ 広報おばま　令和 2 . 10 広報おばま　令和 2 . 10 ⓬

●各会場では、新型コロナウイルス感染防止対策を行います
●状況に応じて、入場者数制限や中止の処置をとる場合があります。ご理解とご協力をお願いします

●問い合わせ　文化会館☎ 53・9700第 61 回小浜市総合文化祭

郷土に遺
のこ

る刀剣展
と　き　11 月 22 日㊐
　　　　９時〜 16 時
ところ　若狭図書学習センター（南川町）
主　管　日本美術刀剣保存会 若狭支部

小浜市いけばな展
と　き　11 月 21 日㊏・22 日㊐
　　　　９時〜 17 時
　　　　（22 日は 16 時まで）
ところ　若狭図書学習センター（南川町）
主　管　小浜市華道連合会

小浜市謡曲仕舞大会
と　き　11 月 29 日㊐
　　　　10 時 30 分〜 17 時
ところ　旭座（白鬚）
主　管　小浜市謡曲連合会

芸能大会
と　き　11 月３日㊋㊗︎
　　　　13 時 30 分〜 16 時
ところ　文化会館（大手町）
出　演　豊

ほうじゅ

寿会、英
えいせん

扇会、秋
こすもす

桜、
　　　　小浜あやめ会、
　　　　真

し ん ぶ

舞流吟
ぎ ん ぶ ど う

舞道、  
                  小浜市謡曲連合会、
               ミュージックフレンズ、
　　　　  pf ミュージック、
　　　　アンサンブル若狭、
                    武田謳

おうらく

楽会観世流謡曲仕舞  
※入場には整理券が必要です
　（整理券は文化会館で取り扱います）

小浜市短歌大会
と　き　11 月 14 日㊏
　　　　13 時 30 分〜 16 時 30 分
ところ　働く婦人の家（大手町）
主　管　小浜市歌人協会

小浜市かるた大会
と　き　11 月 15 日㊐９時〜
ところ　天理教北陸大教会 信者会館
               （千種二丁目）
主　管　小浜市かるた協会「沖の石」

小浜市菊花展
と　き　11 月 1 日㊐〜４日㊌
　　　　９時〜 17 時
ところ　文化会館（大手町）
主　管　小浜市菊友会

小浜市俳句大会
　
内　容　俳句の投稿を募集中
　　　　審査・表彰します
応募先　文化会館（大手町）
応募締切　10 月 15 日㊍
　　　　（当日消印有効）
主　管　小浜市俳句作家協会

秋季書道展
と　き　10 月 30 日㊎〜 11 月 1 日㊐
　　　   ９時〜 17 時
　　    　（１日は 16 時まで）
ところ　若狭図書学習センター（南川町）
主　管　若狭書道連盟

パネル展
と　き　11 月１日㊐〜３日㊋㊗︎
　　　　９時〜 17 時
　　　　（３日は 16 時まで）
ところ　文化会館（大手町）
主　管　小浜市文化協会
　　　　 （教養部・文芸部・美術工芸部）

総合文化祭 前夜祭
と　き　11 月 1 日㊐ 14 時〜 16 時
ところ　文化会館（大手町）
内　容　文化協会コラボステージ
※入場には整理券が必要です
  （整理券は文化会館で取り扱います）

秋の美術展
と　き　10 月９日㊎〜 11 日㊐
　　　　９時〜 17 時
　　　　（11 日は 16 時まで）
ところ　若狭図書学習センター（南川町）
主　管　アート久須夜、
　　　　日本水彩画会福井支部、
　　　　絵画サークル　ほか

市文化協会 創立 60 周年記念

掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります
市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

２日㊎〜4日㊐

今年も、京都丹後鉄道の「丹後くろまつ号」が JR 小浜線
に乗り入れ運行します。見かけたら手を振るなど歓迎をお
願いします。

「丹後くろまつ号」JR 小浜線乗り入れ

所 敦賀駅〜天橋立間 問 嶺南振興局嶺南プロジェクト推進室☎ 56・2212

13 時 30 分〜時

金 無料

所 働く婦人の家（大手町）

問 働く婦人の家☎ 52・7002

10日㊏ 「古文書に親しむ講座」特別講座

申 要事前申込、先着 50 人

内「明智光秀とふくいを結ぶ姫たち」
講師：石

いしかわ

川美
み さ き

咲さん（県立朝倉氏遺跡資料館学芸員）
コロナ禍で変化する生活状況における、子どもの心理状態
や、より良い親子関係を築くための向き合い方を学びます。

31日㊏ 第２回小浜市成人大学講座

10 時〜 11 時 30 分時

金 無料

所 中央公民館（大手町）

問 生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

申 要事前申込、先着 35 人程度

内 「コロナ禍こそ気にかけよう！〜子どもの心理とその向き合い方〜」
講師：吉

よ し ひ ろ

弘淳
じゅんいち

一さん（県立大看護福祉学部社会福祉学科 教授）9日㊎〜11月29日㊐ 小浜市総合文化祭

市内の文化・文芸団体が、日頃の練習の成果を披露します。
参加団体や各会場の日程など、詳しくは次のページで。

10 月は「行事食」をテーマに、鯛そうめん、のっぺい、
麩のからし和え、黒糖わらび餅を作ります。

22日㊍・24日㊏ 食文化館 季節の調理体験

10 時〜時

金 1,000 円

所 食文化館（川崎三丁目）

問 食文化館☎ 53・1000

申 ３日前までに要事前申込、先着 16 人

対 小学生以上（小学生は保護者同伴）

凡
例 申 ＝申込締切、定員など

問 ＝問い合わせ先、申し込み先

＝時間時

金 ＝料金

所 ＝場所 内 ＝内容対 ＝対象

【写真】
小 浜 駅 に 停 車 する

「 丹 後くろまつ 号 」 
（令和元年 10月25日）

「丹後くろまつ号」JR 小浜線乗り入れ

もっと詳しく ！ !i
　京都丹後鉄道が運行する人気の「走るダイニ

ングルーム」が、若狭湾の景色や食を楽しむ特

別ツアーを企画。
　３日間で計 10 コースを運行し、市内でも、

小浜の名所などをめぐります。

　市を挙げて歓迎したいと思いますので、皆さ

んも、走っている車両などを見かけたら手を振

るなど、歓迎をお願いします。

2020

１０イベントスケジュール
市内の催し物情報を発信

※　    マークの催しは、ページ下部でさらに詳しく紹介しますi

i

くらしの情報

Event
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こ
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日
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の
活
動
や
感
じ
た
こ
と
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ー
ト
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生
活
の
と
び
ら

健
康

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

広報おばま　令和 2 . 10 ⓮

　

は
じ
め
ま
し
て
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
小

山
で
す
。
今
月
号
か
ら
、
私
た
ち
の
活
動
や
、

小
浜
に
来
て
出
会
っ
た
人
や
場
所
、
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
、月
替
わ
り
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
の
主
な
活
動
は
、
野
菜
づ
く
り
。
市
内
の

農
家
さ
ん
に
学
び
な
が
ら
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の

定
番
も
の
か
ら
、変
わ
り
種
の
西
洋
野
菜
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

着
任
前
は
東
京
で
飲
食
店
を
開
い
て
お
り
、

日
々
目
に
す
る
多
種
多
様
な
野
菜
を
自
分
で
育

て
て
み
た
い
と
、
未
経
験
だ
っ
た
農
業
へ
の
挑

戦
を
決
心
。１
月
に
小
浜
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

畑
の
土
が
想
像
以
上
に
重
い
こ
と
な
ど
、
実

際
に
取
り
組
ん
で
初
め
て
わ
か
る
苦
労
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ま
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
言
葉
や
支
え
も
あ
っ
て
、
こ
の

春
か
ら
は
少
し
づ
つ
出
荷
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
主
に
飲
食
店
向
け
に
、
少
量
・
多

品
目
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
各
店
の
需

要
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
の
が
強
み
で
、
気
に

入
っ
た
野
菜
を
「
長
く
使
っ
て
い
き
た
い
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
る
お
得
意
様
も
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
有
機
農
法
な
ど
も
学
ん
で
、
健
康
・

安
心
・
カ
ラ
フ
ル
な
食
卓
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

府中区の「クローバー農園」
で小山さんが育てた野菜。
ゼブラナスや虹色菜など、
特徴的な見た目のものも

初
め
て
の
野
菜
づ
く
り
に
挑
戦
中

　野焼きは、火災や大気汚染・悪臭の原因と

なり、「廃棄物処理および清掃に関する法律」

で禁止されています。

　「洗濯物が干せない」、「臭いがきつい」

「火事が心配」などの苦情が寄せられています。

違法な野焼きはやめましょう。

　セイタカアワダチソウは、アメリカ原産
で、環境省が定める「生態系被害防止外来
種リスト」に掲載されている外来生物です。　
繁殖力が強く、市内でも多く確認されてお
り、在来生物に悪影響を与え、本来の生態
系が損なわれる心配があります。
　セイタカアワダチソウの駆除に協力を
お願いします。

　毎年、台風や強風などで木が倒され、道路をふさいで車などが通れない

事例が多数発生しています。道路が通れなくなると、緊急車両の通行や避難

道路としての確保が困難になります。

　

■と　き　10 月 10 日㊏、12 日㊊　
　　　　　各日とも 9 時〜 11 時 30 分、
　　　　　　　　　13 時 30 分〜 16 時
　　　　※実施日時に関わらず、全ての物品が
　　　　　譲渡された時点で終了
■ところ　わかさ国府の郷　四季菜館（和久里）

野焼きは法律で禁止されています

セイタカアワダチソウの駆除に協力をお願いします

道路通行の確保に協力をお願いします ●問い合わせ　都市整備課☎ 64・6027

●問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

●問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

わかさ国府の郷 四季菜館 廃止に伴う
館内物品の無償譲渡を行います ●問い合わせ　農林水産課☎ 64・6023

■特徴
　・秋（10 月〜 11 月）に黄色い花を咲かせる
　・河原や空き地などに群生する        ・高さ 0.5㍍〜３㍍
　・種子と地下茎から増殖する

■駆除する際のポイント
　・根から抜き取る（種子が飛散しないように注意する）
　・年２回以上の駆除で、開花や種子の飛散を抑える
　＊開花後でも、種子ができる前に駆除すれば繁殖を防げます

■作物の収穫などは？
　農・林・漁業を営むためにやむを得ないものとして
　行われる廃棄物の焼却は例外とされていますが、苦情が
　あった場合は改善命令や行政指導の対象となります

木が倒れて道路をふさいでいる様子

道路沿いの土地の所有者は、高さのある木など注意を要する物がないか、

確認と対応をお願いします

■違法な野焼きの例
　・家庭ごみの焼却　・庭や空き地での剪

せんてい
定枝、刈り草の焼却

　・ドラム缶など、基準を満たさない炉での焼却
　※違反した場合、５年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金、
　　またはその両方が科せられ、未遂でも罰せられることがあります

◇注意事項　
　・物品はすべて現状での譲渡となります

　・譲渡を受けた物品は、譲り受けた当事者が使用する目的
　　でのみ使用することができます。他者へ売却・譲渡・交換・
　　貸付などが目的の場合は譲渡できません
　・搬出に係る作業や発生する費用は、全て物品を譲り受ける　　
当事者の負担となります
　・市では、搬出作業中の事故やトラブル、譲渡後に発生した物品の
　　 故障や瑕疵および生じた損害についての責任は負いかねます
　・譲渡後の返品は受け付けません

■対象者　市内在住の個人、
　　　　　市内に拠点がある事業者・団体
■持ち物　身分証（運転免許証など現住所が確認できるもの）、
　　　　　  筆記用具、セロハンテープ

■譲渡物品　厨房用器具、調理具など
　　　　　　（主に平成 21 年の施設建設時に購入）
■譲渡方法　
　・先着順にお渡しします　＊事前申込不要
　・即日譲渡となります。当日搬出できない
　　 場 合 は、10 月 13 日㊋ 17 時 ま で に 搬 出
　　してください
　・前日までの下見、予約、取り置きはできません

くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

ろ
み
を
つ
け
る
と
飲
み
込
み
や
す
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
食
べ
方
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

　
一
口
目
は
と
ろ
み
が
あ
り
、
喉
を
ゆ
っ
く
り

通
過
す
る
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
背
も
た

れ
付
き
の
い
す
に
深
く
腰
か
け
、
背
筋
を
伸

ば
し
、
軽
く
お
辞
儀
を
す
る
よ
う
な
姿
勢
に

整
え
て
か
ら
食
べ
始
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
筋
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

普
段
か
ら
家
族
や
友
人
と
話
を
し
て
、
舌

や
唇
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
大
き
な
声
を
出

す
こ
と
や
、
歌
を
歌
う
な
ど
も
効
果
的
で
す
。

■
む
せ
た
時
や
喉
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
と
き
は
、

し
っ
か
り
咳せ

き

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う　

　

咳
に
は
、
食
べ
物
が
気
管
へ
侵
入
す
る
の

を
防
ぐ
と
い
う
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
４
つ
を
意
識
し
て
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
誤
嚥
を
予
防
し
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る

暮
ら
し
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

誤ご
え
ん嚥
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に

で
き
る
こ
と

リハビリテーション科
嚥下リハビリ担当スタッフ

（言語聴覚士）

誤
嚥
と
は
？

　

人
が
食
べ
物
な
ど
を
飲
み
込
む
こ
と

を
嚥え

ん
げ下

と
言
い
ま
す
。
嚥
下
機
能
が
低

下
す
る
と
、
食
べ
物
や
唾だ

え
き液

が
食
道
へ
行

か
ず
、
誤
っ
て
気
管
や
肺
に
入
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
誤
嚥
」
で
す
。
嚥

下
す
る
力
は
40
歳
代
あ
た
り
か
ら
徐
々

に
低
下
す
る
た
め
、
決
し
て
高
齢
者
だ

け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

誤
嚥
を
起
こ
す
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
脳
卒
中
や
神
経
疾
患
、
加
齢
に

よ
る
筋
力
低
下
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
他

に
も
認
知
症
や
食
事
時
の
姿
勢
、
食
事

環
境
な
ど
も
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
口
の
中
の
汚
れ
や
細
菌
を
食
べ

物
と
と
も
に
誤
嚥
し
て
し
ま
う
と
、
気

管
や
肺
で
炎
症
を
起
こ
す
「
誤
嚥
性
肺

炎
」
に
か
か
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
食
後
は
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
、

入
れ
歯
の
手
入
れ
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

誤
嚥
を
防
ぐ
４
つ
の
方
法

■
食
事
内
容
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

　

同
じ
食
べ
物
で
も
形
を
変
え
た
り
、
と

今月号は

小
こ や ま

山 直
な お き

紀
がお届けします
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１
年
生
４
人
、
２
年
生
６
人
が
所
属
す
る

若
狭
高
校
男
子
テ
ニ
ス
部
。
自
身
を
「
好

奇
心
旺
盛
な
性
格
」
と
評
す
る
キ
ャ
プ
テ

ン
の
国
久
く
ん
は
、「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
た
い
」
と
、
高
校
入
学
と
同
時
に
未
経

験
だ
っ
た
テ
ニ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
練
習
で
は
、
部
員
や
顧
問
の
松ま
つ
む
ら村
先
生

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
に
合
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
実
践
し
て
い
ま
す
」
と

言
う
国
久
く
ん
。「
試
合
で
、
手
強
い
相
手

で
も
ラ
リ
ー
を
続
け
た
り
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
を

決
め
た
と
き
、
練
習
の
成
果
を
実
感
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

国
久
く
ん
に
、
部
員
た
ち
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、「
２
年
生
は
、
自
発
的
に
考
え
て

練
習
に
取
り
組
む
力
が
あ
る
。
１
年
生
は
、

卓
球
な
ど
テ
ニ
ス
に
近
い
競
技
の
経
験
者

が
多
く
上
達
が
早
い
。
頼
れ
る
仲
間
た
ち

で
す
」
と
誇
ら
し
げ
。

　
「
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
技
術
面
で
も
精

神
面
で
も
頼
り
に
な
る
『
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
』
に
な
り
た
い
」　

と
語
る
国
久
く
ん
。

「
チ
ー
ム
目
標
の
『
県
大
会
ベ
ス
ト
８
』
を

目
指
し
て
、
ま
ず
は
目
の
前
の
試
合
に
勝

て
る
よ
う
、
練
習
を
重
ね
た
い
」
と
、
今

後
の
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

男子テニス部　キャプテン

国
く に ひ さ

久  陽
あたる

く
ん

部
員
た
ち
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

「
桐
油
」
活
用
を
森
林
保
全
の
一
助
に

　

再
生
資
源
の
利
活
用
や
森
林
環
境
の
保

全
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利

活
動
）
法
人
「
若
狭
く
ら
し
に
水
舎
」。

　

代
表
理
事
の
中
嶌
さ
ん
は
、
小
浜
の
山
々

に
落
葉
高
木
「
ア
ブ
ラ
ギ
リ
」
が
群
生
し

て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
調
査
を
開

始
。
種
か
ら
採
れ
る
「
桐き
り
ゆ油
」
の
産
業
化

の
た
め
、
江
戸
時
代
に
植
林
さ
れ
た
も
の

だ
と
判
明
し
ま
し
た
。

　
「
桐
油
は
、
防
水
塗
料
な
ど
に
用
い
ら
れ
、

か
つ
て
は
若
狭
が
国
内
生
産
高
第
一
位
を

誇
っ
て
い
た
。
産
業
が
衰
退
し
た
後
、
残
っ

た
木
々
が
野
生
化
し
て
、
今
も
里
山
の
侵
食

を
続
け
て
い
る
」
と
危
機
感
を
抱
く
中
嶌

さ
ん
は
、「
桐
油
を
文
化
財
の
修
復
に
活
用

し
、
持
続
的
な
森
林
保
全
の
一
助
に
し
た

い
」
と
、
若
狭
東
高
校
と
協
力
し
て
製
品
化

を
模
索
。
今
年
１
月
に
、
小
浜
地
区
の
秋
祭

り
「
放ほ
う
ぜ
ま
つ
り

生
祭
」
の
山や

ま車
の
修
繕
に
初
使
用
し

た
ほ
か
、
７
月
に
文
化
庁
の
認
定
を
受
け
た

市
の
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
で
も
、

そ
の
実
用
化
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
「
研
究
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
生
徒
た

ち
に
、
新
た
な
探
求
へ
の
道
を
示
す
た
め

に
も
、
桐
油
の
活
用
を
形
に
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ＮＰＯ法人「若狭くらしに水舎」代表理事

（36歳・遠敷五丁目）

中
な か じ ま

嶌  阿
あ こ

児 さん
（若狭高校 2年生）

らり！小浜人き 燃えろ！青春！部活道

若プロフェッショナル！働く　　者

ひ
た
む
き
に
物
作
り
に
向
き
合
う

（22歳・東勢）

　

日
本
製
塗ぬ
り
ば
し箸

の
生
産
量
が
、
全
国
の
８

割
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
小
浜
市
。
市
内

で
、
最
も
多
く
の
生
産
量
を
誇
る
若
狭
塗

セ
ン
タ
ー
（
雲
浜
二
丁
目
）
の
工
場
で
働

く
の
が
、
田
中
さ
ん
で
す
。

　

入
社
し
た
き
っ
か
け
は
、「
中
学
生
の
時

に
、
食
文
化
館
（
川
崎
三
丁
目
）
で
箸
作

り
体
験
を
し
た
こ
と
」
と
語
る
田
中
さ
ん
。

そ
の
時
に
感
じ
た
『
物
を
作
る
の
が
好
き
』

と
い
う
思
い
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
現
在
の
仕

事
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

入
社
し
て
２
年
３
カ
月
。
仕
事
は
、
塗

料
の
入
っ
た
器
具
に
箸
を
１
本
ず
つ
刺
し

て
引
く
『
手
塗
り
』
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
塗
り
は
腕
前
と
感
性
を
要
す
る
作
業
」

と
話
す
同
社
の
河か
わ
し
ま嶋

社
長
は
、
田
中
さ
ん

の
仕
事
に
つ
い
て
、「
塗
り
終
え
た
箸
を
見

る
と
、
技
術
が
着
実
に
上
が
っ
て
い
る
の

が
分
か
る
」
と
評
価
し
ま
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、「
自
分
で
作
っ
た
塗
箸
が
、

市
内
の
小
売
店
に
並
ん
で
い
る
の
を
見
か

け
る
。
そ
れ
を
見
た
家
族
に
『
す
ご
い
ね
』

と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」

と
ほ
ほ
え
み
ま
す
。
今
後
の
目
標
は
、「
塗

り
が
難
し
い
箸
な
ど
、
何
で
も
塗
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田
た な か

中 優
ゆ う

さ
ん

勤務先　株式会社若狭塗センター 剣道部　キャプテン

し
っ
か
り
と
部
を
ま
と
め
た
い

（小浜第二中学校 2年生）

吉
よ し だ

田 匠
し ょ う ご

吾 く
ん

燃えろ！青春！部活道
　

大
き
な
声
を
響
か
せ
、
竹
刀
を
手
に
練

習
を
行
う
小
浜
第
二
中
学
校
剣
道
部
で
は
、

市
武
道
館
（
後
瀬
町
）
で
13
人
の
部
員
が
、

剣
道
で
大
事
な
「
心
技
体
」
を
磨
く
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
吉
田
く
ん
は
、
中
学
校

の
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
た
５
歳
上
の
兄

に
影
響
さ
れ
、
小
学
５
年
生
か
ら
競
技
を

始
め
ま
し
た
。
試
合
や
練
習
で
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
、「
相
手
の
動
き
に
動
じ
な
い

強
い
心
を
持
ち
、
声
を
出
し
て
し
っ
か
り

攻
め
る
こ
と
」
と
語
り
ま
す
。

　

７
月
に
３
年
生
が
引
退
し
、
１
年
生
が

入
部
し
て
約
２
カ
月
。
９
月
上
旬
に
新
キ
ャ

プ
テ
ン
と
な
っ
た
吉
田
く
ん
に
つ
い
て
、

顧
問
の
塚つ
か
も
と本
先
生
は
、「
練
習
や
部
内
の

仕
事
な
ど
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
る
」
と
、日
々
の
様
子
を
評
価
し
、

「
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
今
後
自
信
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
成
長

に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。　

　
「
入
部
し
た
１
年
生
の
中
に
は
、
未
経
験

者
が
多
い
」
と
語
る
吉
田
く
ん
。
今
の
心

境
を
尋
ね
る
と
、「
し
っ
か
り
と
剣
道
部
を

ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



窓口の延長について
市役所 1階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支援課、子ども未来課、税務課、
環境衛生課、会計課）では、毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）の執務時間を 18時
30分まで延長しています。

⓳ 広報おばま　令和 2 . 10 広報おばま　令和 2 . 10⓲

■休館日

市立図書館
6 日㊋・13日㊋・18日㊐・20日㊋・
27日㊋・28日㊌

温水プール 5 日㊊・12日㊊・19日㊊・26日㊊

若狭図書学習
センター

5 日㊊・12日㊊・19日㊊・26日㊊
※22日㊍は2Fのみ休館

市民サービス
コーナー

18 日㊐

■休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院（大
　手町）で小児科医が休日診療を行います

■子育て情報

■体や心・生活の相談

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

催 し と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

お外であそぼう※
7 日㊌
10 時〜11時

支援センターのまわりをみんなでお散歩しま
しょう。

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

誕生会※
21 日㊌
10 時〜11時

今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝いをし
ましょう。

子育て講演会※
28 日㊌
10 時〜11時 30 分

言語聴覚士による講演会です。

子育てワイワイ広場
12 日㊊、26日㊊
9 時 30 分〜 12時

未入園児の親子に２階和室を開放しています。
交流の場としてどうぞ。

健康管理センター
問同☎ 52・2222

母乳育児相談
12 日㊊、26 日㊊
10 時〜 11時 30 分

助産師による母乳育児の相談です。体重・哺
乳量の測定も可能。

スクスク元気っ子教室※
20 日㊋
10 時〜 11時

離乳食の相談、発育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です。
※時間予約制

4日㊐ ★しんたにクリニック（駅前町） ☎ 64・5321

11 日㊐ 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

18 日㊐ ★吉井医院（塩竃） ☎ 52・0028

25 日㊐ ★田中病院（遠敷十丁目） ☎ 56・5353

お知らせ

【各種催しや相談について】
新型コロナウイルス感染症の影
響により、中止や変更になる場
合があります。参加を希望する
人は、各問い合わせ先に事前に
確認してください。

■法律や行政・その他の相談

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

相 談 名 開 催 日 時 間 と こ ろ 問い合わせ

法律相談（消費生活トラブル）※ 1 日㊍、22日㊍ 14 時〜16時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

弁護士無料相談※ 6 日㊋ 13時30分〜15時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 8 日㊍、22日㊍ 10時〜12時、13時〜15時 文化会館４階 敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

結婚相談 15 日㊍ 9 時 30 分〜 11時 30 分
文化会館 4階 子ども未来課☎ 64・6013

結婚相談（本人のみ） 24 日㊏ 13 時 30 分〜 15時 30 分

高齢者専門相談（法律）※ 15 日㊍ 13 時〜16時 県社会福祉協議会嶺南支所 同☎ 52・7833

行政相談※ 20 日㊋ 13 時 30 分〜 14時 30 分 市役所１階 市民協働課☎ 64・6009

相 談 名 と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

精神保健相談※
6 日㊋、20日㊋
10 時〜11時 30 分

心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。

若狭健康福祉センター
問同☎ 52・1300

エイズ、肝炎相談・検査
5 日㊊、19日㊊
9 時〜10時 30 分

匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や、
相談（月〜金、8 時 30 分〜 17 時）
を受けることができます。

こころの相談
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

心の悩みを相談してください。
①市社会福祉協議会問同☎ 56・5802
②つみきハウス問同☎ 53・1190

心配ごと相談
14 日㊌
13 時〜16時

介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談
20 日㊋
13 時〜 15時

悩みごと、心配ごとのある人は、気
軽に相談してください。

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

カフェ・ぽ〜れ
16 日㊎
10 時〜 11時 30 分

高齢者の生きがいや認知症予防の活動・
相談ができます（参加費 100 円）。

若狭ふれあいセンター
問坂
さかがみ

上和
かずよ

代さん☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
20 日㊋
10 時〜 12時

認知症予防に関わる人たちの憩いの
場です（参加費 100 円）。

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問小

おがわ

川さん☎ 64・5142

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

（公社）若狭シルバー人材センター
小浜市遠敷 84-3-4 サン・サンホーム小浜内

☎ (0770)56-5115 ・FAX(0770)56-5088

人のため、まちのために働き隊！
          60歳以上、

元気はつらつマン募集中！

シルバー人材センター
会員募集

福井県シルバー人材センター連合
高齢者活躍人材確保育成事業

リサイクル着物と古布の店やまてん
小浜市駅前町16−7（ビジネスホテル山海様前）☎ 52−5963

古布 買い取ります

※捨てる前に、ご相談ください

明治・大正・昭和期の木綿

藍染　無地　縞　絣　型染

筒描　更紗　裂織　布団皮

油単　野良着　夜着　風呂敷



市公式 Facebook
地域の出来事などを
発信しています

編 

集 

後 

記

●新型コロナが猛威をふるい始めておよそ半
年が経ちました▶軒並み中止や縮小されてい
たイベントも、ここへ来て少しずつ復調傾向
にあるように思えます▶さて、今月号からは、
かねてより要望の多かった「イベントスケ
ジュール」の掲載を始めました（12P）▶３
密を避けながら、できる形で催しに取り組む
方々を少しでも応援できればと思います（池）

■
発
行
　
福
井
県
小
浜
市

　
　
　
　
〒
917
-8585　

小
浜
市
大
手
町
6
番
3
号

■
編
集
　
企
画
部
市
民
協
働
課
　
☎
64・

6009　
FA
X
53・

0742

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
1.city.obam

a.fukui.jp/
■
電
子
メ
ー
ル
　
kouhou@

city.obam
a.fukui.jp

■
印
刷
　
　
　
　
若
越
印
刷
（
株
）
小
浜
営
業
所

広
報
お
ば
ま

№
802　

令
和
2
年
9
月
25
日
（
金
）
発
行

読
み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用

写真連載Life
輝く子どもたち

ママサークルが親子でぶどう収穫体験（多田・8月 27 日）

人の動き（9月１日）

【人　口】29,043人（前月比  +16人）
【世帯数】12,133世帯

【男性】 14,280人
【女性】 14,763人

 【転入】50人   【転出】  32人
 【出生】  25人   【死亡】  27人

●秋の彼岸に供える「おはぎ」と春の彼岸
の定番「ぼたもち」は地域差はあるものの、
おおむね同じ食べ物を指します▶この食べ
物、夏には「夜

よ ふ ね

船」、冬は「北
きたまど

窓」と呼び名
を変えるとか▶呼び名を変えると言えば雲も
同様▶澄んだ空に浮かぶ「さば雲」「いわし
雲」を見ていると、香ばしく焼いた醤

しょうゆ

油干し
の姿を思い起こしてしまう食欲の秋です（理）


